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保健師が支援するこども虐待
ボーダーライン事例の特徴 

―母親支援― 
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保健師が支援するこども虐待ボーダーライン事例の特徴 
―母親支援― 

 

小笹美子 1)，長弘千恵 2)，外間知香子 3），當山裕子 3） 

1) 島根大学医学部看護学科，2)徳島文理大学保健福祉学部看護学科，3） 琉球大学医学部保健学科 
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【開催趣旨】 

子ども虐待の背景には貧困、若年出産、ひとり親、親の精神的問題などの社会的に不利な状況

で子育てを行っている母子の実態がある。我々が平成 22 年度から行っている調査研究から行政機

関の保健師が支援する母子事例は、こどもの側の問題よりも母親の側に問題を抱えている事例が多

く、保健師は育児困難事例の母親に家庭訪問等により手取り足取り育児支援を行っていることが明

らかになった。 

こども虐待への取り組みの一つは世代間連鎖を断ちきることだと言われているように、育児

困難事例の母親を支援することは次世代のこどもの虐待を予防することにつながる。しかし、被

虐待歴のある親がかかえる子育ての困難さ、経済的基盤が不安定な中での育児など問題が複雑化

している。 

そこで、保健師等が行っているこども虐待ボーダーライン事例に対する支援の現状を公衆衛生

看護学の視点から明らかにし、保健師等が支援している事例を収集し母親に対する支援の過程の

「見える化」を試みたので報告する。 

 

【目標】 

1.保健師が支援するこども虐待ボーダーライン事例の背景を知る 

2.こども虐待ボーダーライン事例に対する支援方法について意見交換をする 

 

【方法】 

司会進行 當山裕子（琉球大学医学部保健学科）      

1.趣旨説明（5分） 

2.話題提供（50分） 

1）支援契機別による保健師のこども虐待ボーダーライン支援事例の特徴    

外間知香子（琉球大学医学部保健学科） 

2）行政保健師の子ども虐待に関する頻度と対応の変遷   

長弘千恵（徳島文理大学保健福祉学部看護学科） 

3）保健師が支援するこども虐待ボーダーライン事例の母親の実家との関係    

小笹美子（島根大学医学部看護学科）  

3.意見交換（15分） 

 

【倫理的配慮】 

報告するデータは個人が特定されないようにプライバシーに配慮してワークショップを運営する． 

報告する調査は所属する大学の倫理審査委員会の承認後に調査を行った． 
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平成29年1月22日
琉球⼤学医学部保健学科
地域看護学 助教 外間知香子

背景
� 児童虐待भ死亡事例प関すॊ報告मあॊऋؚ保健師ऋ

नभेうऩऒनु虐待भ事例॑⽀援しथいॊऊपणいथ
भ報告मあऽॉाैोऩい؛

� 小笹ैभ研究：ऒनु虐待ボーॲーライン事例द保健師
ऋ何ैऊभ⽀援॑⾏ढञ事例भ特徴؛

転入転出॑繰ॉ返す事例 42％
⺟親प精神疾患ऋあॊ事例 19％
⺟親प知的障害भあॊ事例 15％
⽣活保護॑受給しथいॊ事例 33％

が َऒनु虐待ボーॲーライン 事例⽀ 援भ 経時的 変遷 प関 すॊ研 究ُ
ऒनु未来財団भ平成23年度調 査研究 事業き

目的
ऒनु虐待॑予防すॊञीप保健師ऋ⽀援

॑継続しथいॊऒनु虐待ボーॲーライン
事例भ特徴॑明ैऊपすॊ؛

用語भ定義

َ未成年者प対すॊ保護義務者भ虐待दؚ⾝体的・
⼼理的・性的・ネॢঞॡトभすसथ॑含िُधしञ؛
本研究भ調査対象धऩॊ⾏政機関भ保健師ऋऊऊわॊ
虐待事例म出⽣直後ऊै就学前भ乳幼児ऋ多いध考えै
ोॊञीؚ本研究दमَऒनु虐待ُध表現しञ؛

َऒनु虐待事例धऒनु虐待भऩい事例धभ間प
存在すॊ育児困難事例ُध操作的प定義しञ؛育児困難
事例पमؚ保健師等भ⽀援पेॉऒनु虐待भ重症化॑
予防दऌञ事例ृ将来ऒनु虐待事例धऩॊ疑いभあॊ
事例॑含िऋ⽀援当初ऊैऒनु虐待事例ध判断दऌॊ
事例म含ऽऩい؛

� こनも虐待धम

� こनも虐待ボーダーライン事例धम

方法
� 調査期間：平成2、年。月ऊै平成2。年。月
� 調査対象：5道県भ市町村が保健所॑含िきभ保健師

33名がऒनु虐待事例भ⽀援経験ऋ
5事例以上あॊ人き

� 調査方法：保健師1名ऊै2事例॑聞ऌ取ढञ؛
� 調査項目：

⋇事例भ概要ق⽀援契機,家族構成,⽣活状況等き
⋈⽀援भ経過
⋉関わढञ関係機関
⋊保健師ऋ⾏ढञ⽀援内容
⋋気पऩढञ場面भ具体的状況ऩन

聞ऌ取ॉすॊ２事例भ依頼भ仕方
1. 虐待भ可能性ऋあॊऊुしोऩいध保健師ऋ

迷ढञ1事例
2. 保健師ऋ何धऩく気पऊऊॉ⻑期が13カ月以上き

पわञढथ⽀援॑継続しथいॊ1事例が虐待以外
ु含िき؛

� 事例भ紹介भ際पमؚ家族図भ記録॑依頼しञ؛
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� 分析対象：保健師33名ऋ⽀援しञ計66事例中ؚ⽀援契機
ऋそभ他दあढञ6事例॑除くؚ計6ご事例॑分析対象धし
ञق保健師भ平均年齢म41.2歳ؚ保健師भ平均経験年数
म1、.ご年दあढञ؛ك

� 分析方法：記述統計॑⾏いؚ分析म⽀援契機別प分けथ
各項目धभ関連॑分析しञ؛
統計的有意水準म5％未満धしञ؛

分析方法

発⾒事例
⾃分ृ同僚भ発⾒事例

乳幼児健診ؚ家庭訪問ؚ
⺟子健康⼿帳交付ऩनद
把握؛

依頼事例
他機関ऊैभ依頼事例

医療機関ؚ保育園ؚ学校ؚ
市町村・保健所ऩनऊैभ
紹介द把握؛

支援契機別

倫理的配慮
� 面接調査॑開始すॊ前प対象者पؚ研究目的ؚ

方法ؚ研究参加भ⾃由ؚ回答॑拒否すॊ権利ऋ
あॊऒधؚ回答ऋ困難ऩ質問पम回答しऩくथु
ेいऒधऩन॑口頭ध文書द説明しؚ文書पेॊ
同意॑得ञ؛

� 本調査म所属⼤学भ倫理審査委員会भ承認॑得थ
実施しञ؛

結果
支援契機 項目 人数 䠄％䠅

発見事例
n=㻟㻜

母子手帳交付 14 (23.3)

乳幼児健診 8 (13.3)

家庭訪問 4 (6.7)

転入 2 (3.3)

申請手続き時 2 (3.3)

依頼事例
n=㻟㻜

医療機関 㻝㻝 (18.3)

市町村・保健所 8 (13.3)

保育所、小学校、中学校 4 (6.7)

福祉事務所 3 (5.0)

その他関係機関 㻠 (6.7)

N=60N=6㻜

支援開始時भこनもभ年齢

13.3 

33.3 

3.3 

6.7 

16.7 
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疑わोॊ虐待भ種類
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Ⓨ見事例 n=30 依頼事例 n=28

】ちご.ご2ご

支援契機別ध⺟親भ状況धभ関連
⺟親भ状況 依頼事例

をち2、
発⾒事例
をち2。

知的障害 あॉ 25.9 46.4 】ちご.114ऩし 、4.1 53.6 
精神疾患 受診中 35.、 21.4 

】ちご.3。4未治療 1ご.、 、.1 
ऩし 53.6 、1.4 

経済的困窮 ⽣活保護 31.ご 1、.2 
】ちご.3。3困窮 51.、 44.。 

ऩし 1、.2 3、.9 
被虐待経験 あॉ 4、.1 15.。 】ちご.ご42ऩし 52.9 。4.2 
実家धभ関係 良好 4。.1 、5.ご 

】ちご.ご9、疎遠 3、.ご 21.4 
断絶状態 14.。 3.6 

家庭内暴⼒
が疑い॑含िき

現在あॉ 23.。 9.5 
】ちご.165幼少時あॉ 2。.6 9.5 

ऩし 4、.6 。1.ご 

情緒不安定भ⺟親॑⾃⽴प向けथ後押しすॊ⽀援
支援契機 ْ発⾒事例ٓ3歳児健診भ保健相談時ؚ⺟親भ

感情भ起伏ऋ不安定टढञऒधऋ気पऩढञ؛
家族数भ
変化 4人→3人
把握時भ
家族ध年
齢

⺟が3。歳き,父,第1子が3歳き,第2子がご歳き

支援年数 4ऊ月が継続中き
関係機関 市町村ؚ家庭児童相談室ؚ婦人相談所ؚ親子教

室スॱッフ

特徴

夫धभ離婚द収入ऋऩくऩॉؚアパートु家賃
滞納द退去命令ऋदॊ؛第1子भ発達面भ遅ोभ
フォটーद訪問すॊधؚ子नुऋऊ॒しूく॑
起ऒす声ृ⺟親भ怒鳴ॉ声ऋ聞ऒえॊऒधऋ
あढञ؛⺟親म感情भ起伏ऋ激しい人टढञऋؚ
保健師ऋ丁寧प説明し説得すॊधؚ⾃分द৿い
थ申請⼿続ऌ等॑進ीथいくऒधऋदऌञ؛

支援内容
・2人भ子नुऋ家庭保育दあढञञीؚ保育所

भ申請ध⽣活保護受給भ相談ष案内؛
・児॑健診事後教室ष案内しؚ児भ発達面॑

フォটー؛

把握時भ家族図

3歳 0歳

38歳

⾃治会प救済しथुैढञ世帯षभ⽀援
支援契機 ْ依頼事例ٓ消防署ेॉ救急⾞要請भ電話ऋ頻

回भ様子ऋउऊしい家庭ऋあॊध連絡ऋあढञ
家族数भ
変化 3人→4人
把握時भ
家族ध年
齢

⺟が24歳き,父が24歳き,第1子が3歳き,
第2子が4ऊ月時प気管⽀閉塞द死亡き,
第3子が妊娠中き

支援年数 、年が継続中き
関係機関 保健師,⾃治会,医療機関,社会福祉協議会,弁護士,

⺠⽣児童委員, 保育所,小学校,家庭児童相談員

特徴

父親म窃盗事件॑繰ॉ返しथउॉؚ結婚前ऊै
⺟親षभとVुあढञ؛⺟親म⾝体表現性障害द
パニッॡपऩॊऒधऋあॉ他者धभ関係形成ऋ
苦⼿दあॊ؛第گ子भ⽣後ڮ週目ؚアパートभ
退去命令ऋ出ॊऋؚ⾃治会भ方ञठभओ厚意दؚ
借家॑少しभ期間म貸しथुैえॊऒधपऩॊ؛

支援内容

・アパートभ退去命令भ際ؚ⽣活保護課ष上司
ध保健師द一時的प住ि場所भ相談ध要請؛

・⾃治会षभ相談ؚ引ढ越しप至ॊऽदभ様々
ऩ調整؛

・要保護児童対策協議会भ૿当者ध家計भउ⾦
भृॉくॉभ仕方॑⺟親ष指導؛

把握時भ家族図

3歳 0歳

24歳 24歳

生活保護世帯

知的障害

不Ⓩ校

考察及び結論
1. 発⾒事例दम育児⽀援者म実⺟ऋ多くؚ連携しञ

関係機関दमؚ家庭児童相談室ऋ多ऊढञ؛

2. 依頼事例दम⺟親प被虐待経験あॉऋ多くؚ連携
しञ関係機関दम小学校ऋ多ऊढञ؛

3. 依頼事例दमؚ⾝体的虐待ऋ疑わोॊ事例ऋ25％
॑占ीथいञ؛

保健師ऋ支援すॊ事例मؚ支援契機によॉアセスメ
ントや支援方法に留意すॊ必要ऋあॊध考えॊ؛

本調査に協⼒して下さった保健師भ皆様に感謝致します؛
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行ᨻ保健師䛾䛣䛹䜒虐待䛻関䛩䜛
頻度䛸対応䛾変遷

ᚨ島文理大学保健福祉学部

看護学科

බ衆衛生看護学 長弘千恵

ᖹ成䠎䠕ᖺ䠍月䠎䠎日 第䠍５回日本බ衆衛生看護学会ワ䞊䜽ショッ䝥

コインロッカーベイビー事件＝こनも虐待
（コインロッカーम施錠दきる公共भ施設）45年前

J㻾䞉私鉄駅䛺䛹䛻設置䛥䜜䛶い䜛コイン
䝻ッ䜹䞊䛻遺棄䛥䜜䛯新生児䛷あ䜚䚸捨䛶
児事件䛷あ䜚䚸死体遺棄事件䠄死亡䛾場
合䠅䚹㻝㻥㻣㻝䠄Ｓ㻠㻢䠅ᖺ䛻初発䚸以後国内䛷多
発䛧䚸社会問題䛸䛺䛳䛯䚹

䠄従来䛾捨子䛷䛿発見䛥䜜䜔䛩い場所䜔
発見䛥䜜次第保護䛜ཷけ䜙䜜䜛場所䛻置
䛝去䜚䠅

〇遺棄䛧䛯側䛾匿名性䛜保持䛥䜜䜔䛩い

〇異変䛻気䛵い䛶䜒第୕者䛜確認䛧䛻くい

〇そ䜒そ䜒人間㻔動物䠅䜢入䜜䜛䛣䛸䛜想定外

〇換気䛜不十分䛺䛯䜑窒息䛾恐䜜

〇想定外利用䛺䛯䜑異常䛜見落䛸䛥䜜䛜䛱
䠄長くᨺ置䛥䜜䜔䛩い䠅

• 高度成長期䛻様々䛺自動化䞉無人
化䛥䜜䛯サ䞊ビス䜢生䛨䛯䚹㻝㻥㻡㻟
ᖺコイン䝻ッ䜹䞊䛿東京駅ඵ重洲
口䛷始䜎䜚䚸そ䛾利便性䛜ཷけ䚸
全国䛾駅䛻設置䛥䜜䛯䚹

• 若者文化䜢謳歌䛧䚸未婚䛾䜎䜎子
䛹䜒䛜生䜎䜜䜛䜿䞊ス䛜増大䛧䛯
䛜䚸未婚䛾䜎䜎出産䚸育児䚸子育
䛶䛻対応䛷䛝䜛䛰け䛾社会的支持
基盤䛜䛺く䚸人知䜜䛪出産䛧䚸子䛹
䜒䜢持䛶余䛧䛶そ䛾䜎䜎遺棄䛧䛶䛧
䜎䛳䛯䜚䛩䜛䜿䞊ス䜒増大䛧䛶い䛯
䛸䛥䜜䜛䚹

• コイン䝻ッ䜹䞊ベイビ䞊䛷遺棄䛧䛯
側䛜検挙䛥䜜䛯䛾䛿䚸未婚䛾母䛷
あ䛳䛯䛸䛥䜜䛯

児童虐待防止法धそभ背景
㻝㻥㻠㻡䠄㻿㻞㻜㻕ᖺ 終戦 ⇒ 戦த孤児 第㻝次ベビ䞊䝤䞊ム

㻝㻥㻠㻣䠄㻿㻞㻞㻕ᖺ 児童福祉法

保育所䛾整備
㻝㻥㻡㻡䠄㻿㻟㻜㻕ᖺ 経済成長㻘都市へ䛾人口㞟中 ⇒高層ア䝟䞊ト

核家族化䞉ఫ宅不足䚸共働䛝 ⇒家族形態䛾変化

㻝㻥㻣㻞䠄㻿㻠㻣㻕ᖺ 既婚女性䛾職場進出 ⇒ ⇒ ⇒保育所䛾大幅整備

第㻞次ベビ䞊䝤䞊ム ⇒家庭機能䛾弱体化

少子化䛾進行

㻝㻥㻣㻟䠄㻿㻠㻤㻕ᖺ 䜸イ䝹ショッ䜽䚸イン䝣䝺䛻䜘䜛狂乱物価

㻝㻥㻥㻜䠄H 㻞㻕ᖺ 㻝㻚㻡㻣ショッ䜽䠄合計特殊出生率䛾పୗ䠅

㻝㻥㻥㻝䠄H 㻟㻕ᖺ 䝞䝤䝹崩壊 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 女性䛾㞠用形態䛾多様化
⇒ ⇒ ⇒ ⇒  䝟䞊ト労働者䛾増加

㻝㻥㻥㻥䠄H㻝㻝㻕ᖺ 女性保護規定䛾撤廃 ⇒ ⇒ 新エンゼ䝹䝥ラン䚸児童虐待防止法
子育䛶期䛾労働者䛾増加 㻔発生ண防䚸早期発見䠅対応䞉保護䞉支援䠅

女性䛾夜間労働者䛾増加

㻞㻜㻜㻟䠄H㻝㻡㻕ᖺ 市⏫村䛷子育䛶支援

㻞㻜㻜㻥䠄H㻞㻝㻕ᖺ 乳児家庭全戸訪問䚸⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 䛂支援䜢望䜐人䛻幅広く䛃䛛䜙

養育⽀援訪問等の努⼒義務化ِ⽀援を必要धすॊ人によॉ細かくّ

㻿㻟㻡 自宅分娩㻡㻜％割䜛

㻿㻠㻜 自宅分娩㻝㻢％

H 㻤 漫⏬䛂凍䜚䛴い䛯瞳䛃

H㻝㻜 児童虐待䛾増加

Ｈ㻝㻟 ᖺ間発生推定㻟万件

Ｈ㻝㻥 䛂䛣う䛾䛸䜚䛾ゆ䜚䛛䛤䛃

H㻞㻜 重大虐待事例

H㻞㻢  児童虐待相談件数㻤㻚㻥万

目的䠖䛣䛹䜒虐待ண防䛻䛛䛛わ䜛頻度䛸そ䛾対応䛺䛹䛾現状䜢
把握

方法䠖Ｈ㻞㻞ᖺ度行ᨻ保健師㻞㻘㻣㻜㻡名䛻郵送調査䞉䞉䞉㻝㻘㻝㻥㻣名分回収

Ｈ㻞㻡ᖺ度行ᨻ保健師㻝㻘㻤㻢㻤名䛻郵送調査䞉䞉䞉 㻤㻜㻜名分回収

調査内容䠖

属性䚸虐待事例へ䛾支援経験䞉対応䚸虐待へ䛾認識䚸

所属自治体䛾母子保健事業等

結果䠖属性 H㻞㻞㻦H㻞㻞ᖺ度㻘H㻞㻡䠖H㻞㻡ᖺ度

䞉ᖹ均ᖺ齢䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉 㻟㻥ṓ䠄Ｈ㻞㻞䚸㻞㻡䛸䜒䠅

䞉市⏫村保健師䛾割合䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉 㻣㻡％䠄Ｈ㻞㻞䠅 㻣㻤％䠄Ｈ㻞㻡䠅

䞉人口規模䞉䞉 䞉 ～㻡万人未満 㻟㻜㻚㻡％㻔Ｈ㻞㻞㻕 㻟㻤㻚㻜％㻔H㻞㻡㻕
５万以ୖ～㻝㻜万未満 㻝㻣㻚㻥％㻔Ｈ㻞㻞䠅 㻞㻠㻚㻞％㻔H㻞㻡䠅
㻝㻜万以ୖ～㻞㻜万未満 㻝㻢㻚㻞％㻔Ｈ㻞㻞䠅 㻞㻠㻚㻞％㻔H㻞㻡䠅
㻞㻜万以ୖ 㻟㻡㻚㻠％㻔Ｈ㻞㻞䠅 㻞㻠㻚㻞％㻔H㻞㻡䠅

保健師䛾䛣䛹䜒虐待䛻䛛䛛わ䜛頻度䛸対応䛻関䛩䜛研究

結果䠖所属自治体䛾母子保健活動

䞉母子手帳交付時䛻保健師䛛助産師䛜面接
実施 㻤㻠㻚㻞％䠄Ｈ㻞㻞䠅 㻤㻥㻚㻞％䠄Ｈ㻞㻡䠅

䞉䛣䛹䜒虐待支援䝬ニュア䝹䜔ྲྀ䜚決䜑
あ䜛 㻠㻞㻚㻣％䠄Ｈ㻞㻞䠅 㻠㻡㻚㻜％䠄Ｈ㻞㻡䠅

䞉新生児䞉乳児家庭全戸訪問
実施 㻤㻜㻚㻥％䠄Ｈ㻞㻞䠅 㻣㻝㻚㻞％䠄Ｈ㻞㻡䠅

䞉乳児健診未ཷ診者䛾全数把握
実施 㻟㻞㻚㻠％䠄Ｈ㻞㻞䠅 㻢㻜㻚㻤％䠄Ｈ㻞㻡䠅

䞉幼児乳児健診未ཷ診者䛾全数把握
実施 㻞㻤㻚㻜％䠄Ｈ㻞㻞䠅 㻡㻤㻚㻝％䠄Ｈ㻞㻡䠅

䞉䛣䛹䜒虐待䛾研修

ཷけ䛯 㻢㻥㻚㻥％䠄H㻞㻞䠅 㻤㻝㻚㻣％㻔㻔Ｈ㻞㻡䠅

保健師䛾䛣䛹䜒虐待䛻䛛䛛わ䜛頻度䛸対応䛻関䛩䜛研究

㻜

㻝㻜
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㻟㻜

㻠㻜

㻡㻜

㻢㻜

㻣㻜

㻤㻜

㻥㻜

㻝㻜㻜

図䠎虐待疑い事例䛜出䛯時䛾対応䠄％䠅

H㻞㻞䠄N=㻝㻝㻥㻣䠅 H㻞㻡㻔N=㻤㻜㻜䠅

䠆

䠆

保健師䛾䛣䛹䜒虐待支援䛻䛛䛛わ䜛頻度䛸対応
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経験䛺䛧 㻝~㻝㻜例未満 㻝㻜例以ୖ 未記入

図㻝䛣䛹䜒虐待支援経験者䛾割合㻔％㻕

H㻞㻞䠄N=㻝㻝㻥㻣䠅 H㻞㻡㻔N=㻤㻜㻜䠅
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保健師䛾䛣䛹䜒虐待䛻䛛䛛わ䜛頻度䛸対応䛻関䛩䜛研究

結果䠖ᖹ成䠎５ᖺ度䛾䜏䛾調査䠄Ｎ䠙㻤㻜㻜䠅

䐟Ｈ㻞㻡ᖺ度ᖺ間支援事例

䞉䛣䛹䜒虐待事例支援経験者䞉䞉䞉䞉䞉㻟㻣㻣䠄㻠㻣㻚㻝％䠅
䞉ᖹ均実支援事例数䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉㻤㻚㻟±㻞㻣㻚㻣件䠄㻝㻙㻞㻤㻜䚸中央値㻟䠅

䠄新規㻟㻚㻟±㻝㻝㻚㻞件䚸⥅⥆㻠㻚㻠±㻝㻜㻚㻜䠅
䞉事例䛾母親䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉精神疾患㻞㻣㻚㻣％ 経済的困窮㻞㻣㻚㻣％

被虐待 㻞㻡㻚㻟%     知的障害㻞㻝㻚㻣％
転入事例㻝㻤㻚㻜％

䐠䛣䛹䜒虐待ண防䜔早期発見䛾対策䛜䛷䛝䛶い䜛䛛㻔％䠅

‪.‥

‥‪.‫

‣․.‪

․.‧

‥ . 
↖き↕い↺

↘ち↸か↗いえば↖き↕い↺

あま↹↖き↕い↙い

↖き↕い↙い

未記入

保健師䛾䛣䛹䜒虐待䛻䛛䛛わ䜛頻度䛸対応䛻関䛩䜛研究

結果䠖ᖹ成䠎５ᖺ度調査䛾䜏䛾調査䠄Ｎ䠙㻤㻜㻜䠅

䐡支援䛻䜘䛳䛶䛣䛹䜒虐待䜢ண防䛷䛝䛯䛸思う事例䛜あ䜛䛛
あ䜛 㻢㻤㻚㻢％ 䛺い 㻞㻡㻚㻝％ 未記入 㻢㻚㻟％

䐢ネ䜾䝺䜽ト事例へ䛾支援経験あ䜚䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉㻣㻤㻚㻡％
新生児䞉赤䛱䜓䜣訪問䛷䛾経験あ䜚䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉 㻟㻣㻚㻥％

䐣支援䛧䛯事例䛾背景䜔特ᚩ

•

‣•

․•

‥•

…•

‧•

 •

 •

‪•

虐待や育児困難事例への支援を経験した

母親の背景・特徴‚％‛

事例

ǿイȈȫ 関係職員ƕ振Ǔ回さǕǔ事例

支援契機 母Ʒ母ƕž困ƬたŴ困ƬたſƱ母子健康手帳をӕǓƴ来た

家族数Ʒ変化 4人→２人

把握時Ʒ家族
Ʊ年齢

母ナ17歳ニパȋッǯ障害ư精神障害者手帳Ŵ母Ʒ母ナ40代ニう
ƭ病 母Ʒ妹ナ12歳ニ 母Ʒ弟ナ7歳ニ 母Ʒ父ナ服役中ニ

支援年数 3年10Ɣ月

関係機関 障害福祉課Ŵ福祉事務所Ŵ保健所Ŵ保育園

特徴 母親ƸネǰȬǯȈưŴ中高校Ʊ不登校ƷたǊ他部署ư見守Ǔ支援中
ưŴ生活保護世帯ưŴ祖父不在ȷ祖母うƭ病ưあƬたŵ

母親ƸŴパȋッǯ障害ƕあǓŴ高校中退しŴ出産ŵ精神科定期Ӗ診
しŴ症状Ʒ改善ƸǈǒǕǔǋŴ部ދƸ若者ƷたǇǓ場ƱパȸȈȊȸƸ
覚Ƥい剤使用ư収監中ŵ保健師Ƹ訪問しƯǋ部ދƴ入ǕƯǋǒえƣŴ
電話や玄関口ưƷ対応ƱƳǔŵ健診Ƹ未Ӗ診ưŴ生活習慣を整えǔた
Ǌƴǋ保育園入所ƕ課題ưあǔŵ

事例

ǿイȈȫ 母親Ʒモȇȫを知ǒƳい若夫婦ƴ粘Ǔ強くƔƔわƬた事例

支援契機 妊娠ފȷ母子手帳交付時ƴ気ƴƳǓ家庭訪問

家族数Ʒ変化 2人→3人

把握時Ʒ家族
Ʊ年齢

母ナ16歳ニ父Ტ18歳Უ

支援年数 13年

関係機関 障害福祉課Ŵ福祉事務所Ŵ保健所Ŵ保育園Ŵ養護学校Ŵ児
童民生委員Ŵ産科医Ŵ小児科医

特徴 両親Ʊǋƴ父子家庭ƴ育ƭŵ母親ƸネǰȬǯȈư育ちŴ小中学
校Ʊ不登校ưあƬたŵ第1子Ƹ出産後3ヶ月ư死亡Ტ他町ニしƯいたŵ
母子手帳交付時Ʒ印象ƔǒŴ3回家庭訪問Ƣǔǋ在宅ưあǔƴǋ関
わǒƣ玄関口ƴ出ƯこƳいたǊŴ手紙を残しƯƖたŵ母親ǑǓ電
話ƕあǓŴ支援Ʒ開始ƱƳǔŵ出産後Ŵ重度Ʒ障害Ŵ多重奇形ƕ
あǓŴ本格的ƴ支援開始ŵ夫ƱƷ関係ƕ良好ŵ

専門職、関係
機関、ᵬᵮᵭ、等
地域住民

ண備軍䛾早期発見䛸虐待防止
ِ⽀援を必要धすॊ人によॉ細かくّ

健康群䠖育児不安䜢持䛳䛶い䜛䛣䛸䛜あ䜛䛜自己解決力
䛜あ䜚䚸誰䛛䛾支援䜢ཷけ䛺䛜䜙育児䜢行䛳䛶いけ䜛群 虐待発生予防

育児不安群：䛣䛹䜒䛾存在䛜わ䛪䜙わ䛧く䛶イライラ䛩䜛䚸
䛣䛹䜒䜢虐待䛩䜛䛾䛷䛿䛺い䛛䛸思わ䜜䜛群 虐待䜎䛯䛿虐待

䛜疑わ䜜䜛子䛹
䜒䛸家族へ䛾支
援䠄支援䜢必要
䛸䛩䜛人䠅

虐待予備軍：㻝㻜代䚸シン䜾䝹䛺䛹経済的困窮䚸家族関
係䛾問題䚸育児サ䝫䞊ト䛜乏䛧い䛺䛹䛜あ䜛群

虐待群：
ネ䜾䝺䜽ト䚸身体的虐待䚸䛺䛹群

赤ẼゃỮ訪問ί慈愛の欠如ὸ把握
䞉注視䛜乳児䛻向け䜙䜜䛶い䛺い
䞉乳児䜢抱い䛯䜚䚸あ䜔䛧䛯䜚䛧䛺い
䞉子䛹䜒䛾泣䛝声䛻対応䛧䛺い
䞉顔䜔身体䜢撫䛷䜛行為䛜䛺い
䞉児䛾表情䜔体重増加
䞉育児環境䜔育児支援者䛸䛾関係

母子手帳交付の面接把握
䞉母親䛾育䛳䛯家庭
䞉家族䜔実家䛸䛾関係
䞉被虐待経験䜔過去䛾子育䛶
䞉経済的問題
䞉既往Ṕ䜔現病Ṕ等
䞉育児支援者
䞉転入家族䠄者䠅

Ẑ支援ử必要と
する人ẑử早期
に発見する

ご清聴いẺẻき、感謝申し上げます

ᚨ島文理大学
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保健師䛜支援䛩䜛
こ䛹䜒虐待ボー䝎ー䝷イン事例䛾

母親䛾実家䛸䛾関係

島根大学医学部┳護学科 地域┳護学

小笹美子

1

こ䛹䜒虐待予防䛻関䛩䜛研究

こ䛹䜒未来財団研究助成

• 2010(Ｈ22)年度

保健師のこ࡝もの虐待にかか
わる頻度࡜対応に関する調査研究

• 2011(Ｈ23)ᖺ度

こ䛹䜒虐待ボー䝎ー䝷イン事例支
援䛾経時的変遷䛻関䛩䜛研究

科学研究費䠄C)
• 2014～2017ᖺ度

母親側䝸ス䜽要因を持䛴こ䛹䜒虐
待ボー䝎ー䝷イン事例支援スキ䝹測
定䝒ー䝹䛾開発

厚生労働省科学研究費

• 2014～2016䠄Ｈ26～28䠅ᖺ度

こ䛹䜒虐待ボー䝎ー䝷イン事例䛻対
䛩䜛保健師䛾支援実践－ネ䜾䝺䜽ト

事例䛻対䛩䜛支援スキ䝹䛾開発―

2

1：29：300䛾法則䚹米国䛾損害保険会社䛾調査部䛻いたハイン䝸䝑ヒ氏䛜発表䛧
た論文䛜基䚹航空機䛾事故対策䚸医療事故䛾対策䛻用い䜙䜜䛶い䜛䚹

一䛴䛾重大䛺事故䛾裏䛻䛿29䛾軽微䛺ྠ様䛺事故䛜あ䜚䚸さ䜙䛻そ䛾裏䛻䛿
300䛾事故寸前䛾䛂ヒヤ䝸ハ䝑ト状態䛃䛜あ䜛䛸いう䚹重大䛺事故䛾発生を防䛠た
䜑䛻䛿䚸ささい䛺䝭スや不注意䛺䛹を見逃さ䛪䚸そ䛾時Ⅼ䛷対策を講䛨䜛必要䛜
あ䜛䚹
保健師䛾個別支援䚸こ䛹䜒虐待支援䛻䛴い䛶䜒ྠ様䛺状態䛜あ䜛䛸考えま䛩䚹

3

ᖹ成26䠄2014䠅ᖺ度 保健師横断調査

目的：保健師䛜支援䛧䛶い䜛こ䛹䜒虐待ボー䝎ー䝷イン事例支援䛾現状
を明䜙䛛䛻䛩䜛

調査時期：ᖹ成㻞㻢ᖺ㻥月䛛䜙㻝㻞月

調査方法：郵送䛻䜘䜛自記式無記ྡ質問紙調査

全国を㻡䝤䝻䝑䜽䛻分䛡䚸㻝㻟都道┴䛾市町村䛾保健師㻝㻤㻢㻤ྡ
䛻調査票を送付䛧䚸㻤㻜㻜ྡ㻔回収率㻠㻞.㻤％㻕䛛䜙回収

調査内容：基本属性㻔ᖺ齢䚸経験ᖺ数䚸他㻕䚸こ䛹䜒虐待㻔含䜐疑い㻕事例経
験数䚸こ䛹䜒虐待事例䛾把握方法䚸こ䛹䜒虐待事例支援䛷連
携を䛸䛳た機関䚸経験䛧たこ䛹䜒虐待事例䛾背景等

分析方法：統計解析ソ䝣トを用いた記述疫学分析

倫理的配慮：調査䛻ྠ封䛩䜛文書䛻研究目的䚸方法䚸研究参加䛾自由
等を口頭䛸文書䛷説明䛧䚸調査票䛾投函を䜒䛳䛶ྠ意䛸䛧
た䚹島根大学倫理審査委員会䛾承認を得䛶実施䛧た䚹

ᖹ成26ᖺ度䠄2014䠅厚生科学研究費
4

保健師䛾ᖺ間支援事例数ーᖹ成２５ᖺ度ー

7.7

3.3
4.4

0

2

4

6

8

10

保健師一人当たụの

１年間支援事例数
件

2.3 2.3 2.1
1.8

1.5

0

1

2

3

4

1年間の支援事例の特徴別件数

件

分担研究 小笹美子

N＝377

ᖹ成26ᖺ度䠄2014䠅厚生科学研究費
5

保健師䛜支援䛧たネ䜾䝺䜽ト事例䛾母親䛾背景
䠄複数回答䠅

69.6 67.3
62.1 60.8

52.1 49.1

34.3

0

20

40

60

80

100
N=800

％

ᖹ成26ᖺ度䠄2014䠅厚生科学研究費

第46回日本┳護学会䝦䝹ス䝥䝻モーション2016
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2

支援者䝏ー䝮䛷協働 N=800

ᖹ成26ᖺ度䠄2014䠅厚生科学研究費

第46回日本┳護学会䝦䝹ス䝥䝻モーション2016

7

こ䛹䜒虐待䛻対䛩䜛保健師䚸助産師䛾支援経験䛸認識
保健師

n=688

助産師

n=53
Ｐ値 NO 項 目 因子

1 2 3

3.89 3.91 0.819 1 配偶者やྠ居人䛺䛹䛜虐待行Ⅽを行䛳䛶い䜛䛻䜒䛛䛛わ䜙䛪䚸そ䜜を放置䛩䜛

生
命
の
危
機

3.88 3.89 0.723 2 子䛹䜒䛻慢性の病気䛜あ䜚䚸生命の危機䛜あ䜛の䛻病院䛻連䜜䛶行䛛䛺い

3.64 3.64 0.563 3 䜹ラ䜸ケ䛺䛹䛷遊䜣䛷い䛶家䛻帰䜙䛪䚸小さ䛺子䛹䜒の世話䜢し䛺い

3.62 3.64 0.977 4 子䛹䜒の世話䜢嫌䛜䜚䚸食事䜢୚え䜛回数䛜少䛺い

3.43 3.23 0.144 5 夜䛻䚸幼い子䜢寝䛛䛫つけ䛶䚸夫婦䛷子䛹䜒䜢置い䛶遊び䛻䛷䛛け䜛

3.24 3.26 0.866 6 極端䛻୙潔䛺環境の中䛷䚸生活さ䛫䜛䚹

3.22 3.06 0.401 7 子䛹䜒䛜刃物䛷遊䜣䛷い䜛の䛻䚸止䜑䛺い

2.71 2.43 0.094 8 子䛹䜒の虫歯の治療䜢し䛺い

親
の
都
合
優
先

0.795 -0.011 -0.113

3.09 2.60 0.002 9 買い物をす䜛間䚸子䛹䜒を車䛾中䛻残し䛶䛚い䛯 0.785 -0.039 -0.157

3.10 2.92 0.254 10 子䛹䜒䛜精神的䛻不安定䛺䛾䛻䚸専門的䛺診断や援助を受䛡䛻連䜜䛶い䛛䛺い 0.762 -0.079 0.006

2.39 2.02 0.015 11 高熱を座薬䛻䜘䛳䛶無理䛻下䛢䚸次䛾日保育園や学校䛻連䜜䛶行く 0.694 0.124 -0.095

3.21 2.79 0.005 12 家出し䛯子䛹䜒䛜帰䛳䛶䛝䛶䜒家䛻入䜜䛺い 0.652 -0.088 0.030

2.35 1.91 0.001 13 大声䛷䛹䛺䜛 0.648 0.123 -0.027

3.03 3.06 0.959 14 子䛹䜒を䛴䛽䜛 0.634 0.069 -0.050

1.96 1.68 0.060 15 親䛾帰䜚䛜遅い䛯䜑䚸い䛴䜒子䛹䜒䛰䛡䛷夕食を食べ䛶い䜛䚹 0.570 0.073 0.097

3.29 3.28 0.871 16 親䛜ギャンブルや酒䛷䛚金を使い䚸子䛹䜒䛾給食費や保育料䛜払え䛺い 0.562 -0.202 0.251

1.64 1.25 0.006 17 転居をく䜚返す 0.363 0.145 0.270

2.13 2.08 0.502 18 母親䛾注視䛜乳児䛻向䛡䜙䜜䛶い䛺い

慈
愛
の
欠
如

-0.003 0.887 -0.109

2.25 2.25 0.934 19 乳幼児をあやした䜚、抱いた䜚し䛺い -0.065 0.842 0.044

2.11 2.02 0.281 20 子䛹もの泣䛝声䛻対応し䛺い 0.070 0.829 -0.153

1.81 1.92 0.332 21 母親の視線䛸乳児の視線䛜一致し䛺い䠄アイコンタクト䛜見䜙䜜䛺い䠅 -0.025 0.787 0.055

1.71 1.66 0.655 22 乳幼児の頭、身体を䛺䛷䜛行動䛜み䜙䜜䛺い -0.042 0.679 0.142

2.30 2.06 0.255 23 子䛹もを保護し䛶欲しい等䛸 養育者䛜自䜙相談し䛶く䜛

養
育
の
放
棄

-0.212 -0.037 0.842

2.84 2.72 0.442 24 子䛹䜒䛾表情䛜䛸䜌しく䚸体重増加䛜良く䛺い -0.149 -0.011 0.816

2.90 2.57 0.036 25 親䛻精神疾患や強いう䛴状態䛜あ䜚䚸全く面倒䜢䜏䛺い 0.001 -0.090 0.746

2.48 2.25 0.205 26 理由䛺く䚸子䛹䜒䜢保育所䛻連䜜䛶行䛛䛺い 0.174 -0.072 0.741

0.140 0.096 0.5242.66 3.06 0.006 27 理由䛜䛺く健診䛺䛹䜢受䛡䛺い

2.42 2.38 0.873 28 ẕ親䛜䛂望䜎䛺い妊娠䚸出産䛰䛃䛸いう 0.093 0.206 0.471

2.80 2.74 0.784 29 洗濯䜢あ䜎䜚䛫䛪䚸子䛹䜒䛻不衛生䛺服䜢着䛫䛶い䜛 0.316 0.039 0.462

2.65 2.72 0.537 30 ẕ親䛜䛂本当䛻育䛶䛻くい子䛹䜒䛰䛃䛸いい䚸あ䜎䜚世話䜢し䛺い -0.029 0.382 0.438

2016.10公衆衛生学会Ⓨ表

ᖹ成26ᖺᗘ䠄2014䠅厚生科学研究費

8

計 実家支援
あ䜚

実家支援
䛺し

不明

計 126

䠄100％䠅
66

䠄52％䠅
46

䠄37％䠅
14

䠄11％䠅

H23ᖺᗘ 58

䠄100％䠅
28

䠄48％䠅
21

䠄36％䠅
9

䠄16％䠅

H27-28ᖺᗘ 68

䠄100％䠅
38

䠄56％䠅
25

䠄37％䠅
5

䠄7％䠅

保健師䛜支援䛩䜛事例䛾
実家䛸䛾関係

人䠄％䠅

9

保健師䛜支援䛩䜛事例䛾
実家䛸䛾関係

ᖹ成22ᖺᗘ

実家支

援䛺し

36%

支援᭷
48%

不明
16%

N=21N=28

N=58

ᖹ成27-28ᖺᗘ

支援䛺

し
37%

支援᭷

56%

不明

7%

N=25

N=38 N=68

10

研究目的

保健師䛜専門性䜢Ⓨ揮し䛶䛣䛹䜒虐待䛾早期Ⓨ見䚸重症化予防
䛻䛴䛺䛢䜛体制䜢整備䛩䜛䛯䜑䛻䚸⥅⥆支援䜢行䛳䛶い䜛䛣䛹䜒虐
待ボ䞊䝎䞊䝷イン事例䛻対䛩䜛保健師䛾支援過程䜢明䜙䛛䛻䛩䜛

1䠅実家䛸交流䛜あ䜚育児支援䜢受䛡䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛ẕ親へ䛾支援過
程䜢検討䛩䜛

2䠅実家䛾育児支援䛜䜋䛸䜣䛹䛺いẕ親へ䛾支援過程䜢検討䛩䜛

3䠅保健師䛜⥅⥆支援䜢行う事例䛾支援方法䛾特性䜢検討䛩䜛

䛣䛹䜒虐待ボ䞊䝎䞊䝷イン事例䛻対䛩䜛保健師䛾支援過程
―ẕ親䛾実家䛛䜙䛾育児支援―

11

ẕ親䛾背景

実家支援᭷䠄ｎ＝28䠅 実家支援䛺し䠄ｎ＝21䠅

％ ％

ᖹ成23ᖺᗘ䠄2011䠅䛣䛹䜒未来財団研究助成

第4回日本公衆衛生看護学会
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3

把握時䛾家族図

祖父䛜子育䛶䛾中心

支 援 契
機

妊娠届䚸医療機関䛛䜙䛾依頼

家 族 数
䛾変化

4人→5人

把 握 時
䛾 家 族
䛸ᖺ齢

ẕ䠄26ṓ䠅妊娠中䞉知的障害䚸ẕ䛾父䠄60代䠅䚸
ẕ䛾ẕ䠄60代䠅䚸ẕ䛾姉䠄28ṓ䠅知的障害

支 援 ᖺ
数

1ᖺ

関 係 機
関

保育園䚸医療機関䚸障害福祉課

特徴 障害ᖺ金䛜主䛺収入䛷市営住宅䛷生活し
䛶い䜛䚹病院助産師䛾訪問䚸保健師䛾訪問
䜢組䜏合わ䛫䛶㐌1回支援し䚸保育園䛻入

園䛩䜛䚹ẕ䛿ミ䝹䜽䛾調乳䛜䛷䛝䛺く䚸ẕ䛾
父䠄祖父䠅䛜調乳し䛣䛹䜒䛾世話䜢䛩䜛䚹乳
児健診䚸予防接種䛿䛝䛱䜣䛸受診し䛶い䜛䚹
ẕ䛿子育䛶䜢両親䛻任䛫䛶夜遊び䛻出䛶い
䜛䚹

24ṓ

27ṓ

1ṓ

60代
60代

29ṓ
障害ᖺ金

障害ᖺ金

13

㻝㻜代䛾ẕ親䛜自ศ䛾将来䜢考え䜙䜜䜛変化：
重ᗘ障害児䜢抱え䛶

支援契機 未熟児医療䛾申請

医療機関䛛䜙気管ษ開䜢し䛯児䛾退院後支援䜢
依頼

把握時䛾家族
人数䛸ᖺ齢

5人
ẕ䠄17ṓ䠅䚸第1子䠄1䛛᭶䚸極ᑠ未熟児䠅䚸ẕ䛾ẕ
䠄祖ẕ䚸43ṓ䠅䚸ẕ䛾姉䠄20ṓ䠅䚸ẕ䛾姉䛾第1子䠄1

ṓ䠅
支援ᖺ数 4ᖺ

関係機関 保健所䚸訪問看護ス䝔䞊ション䚸医療機関䚸Ⓨ達
支援セン䝍䞊䚸市町村保健師䚸障害担当課

特徴 極ᑠ未熟児䛷出生し䚸気管ษ開䚸胃瘻䜢䜒䛳䛶退
院䛩䜛䚹䜋䜌24時間䛾吸引䜢ẕ親䛜行う䚹

訪問看護ス䝔䞊ション䛸保健師䛾連携䛷児へ䛾䝸
ハビ䝸䜢開始し䚸ᗙ位䛜䛷䛝䜛䜘う䛻䛺䜚䚸ẕ親䛾
気持䛱䛜前向䛝䛺䜛䚹

家計䛾ษ䜚盛䜚等䛿祖ẕ䠄ẕ䛾ẕ䠅䛜行䛳䛶い䜛䚹
経済状況䛿厳しい䚹

支援内容 訪問看護ス䝔䞊ション䛸連携し䚸ẕ親䛾気持䛱䚸祖
ẕ䠄ẕ䛾ẕ䠅䛾気持䛱䜢聞く䚹

Ⓨ達支援セン䝍䞊通所䜢勧䜑䚸児䛾成長䜢一緒䛻
喜ぶ䚹

把握時䛾家族図

43ṓ

17ṓ

1ṓ 1᭶

20ṓ

要介護状況

14

実家䛸交流あ䜚群へ䛾保健師䛾支援過程

母
子
保
健
事
業
、
発
達
の
遅
䨕
、
発
達
障

害
、
医
療
処
置
の
必
要
䧴
児
、
通
常
の
支

援 母
親
の
妊
娠
、
父
親
の
育
児
観
、
母
親
の

メ
ン
タ
ル
、
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
、
母
親
の
能

力
、
親
の
出
身
家
庭
、
家
庭
内
の
関
係
、

住
所
変
更

子
育
て
環
境
、
経
済
状
況
、
実
家
の
協
力
、

家
庭
訪
問
に
消
極
的
、
育
児
困
難
、
こ
䧳

も
への
悪
影
響
、
支
援
の
⥅
⥆

関
係
機
関
を
巻
き
込
む
、
情
報
提
供
、

積
極
的
䧴
支
援
、
子
䧳
も
の
成
長
、
母
親

の
変
化
、
自
己
効
力
感
、
䨼
ー
䩔
ー
䩓
イ
䨽

生活・育児のアセ
スメント

養育家庭の
問題と強み

社会資源によỦ
親支援

出会い

修正∧䜾䝷ウン䝕ッ䝗セ䜸䝸䞊ア䝥ロ䞊䝏䠄M-GTA)䛻䜘䜛質的ศ析
15

保健師総出䛷産後支援
支援契機 ẕ子手帳交付時

家 族 数 䛾
変化

3人→4人

把 握 時 䛾
家族䛸ᖺ齢

ẕ䠄20ṓ䠅療育手帳䞉妊娠中䚸ẕ䛾父䠄60代䠅
ア䝹䝁䞊䝹飲酒問題䚸ẕ䛾兄䠄20代䠅

支援ᖺ数 2䛛᭶

関係機関 障害福祉課䚸福祉事務所䚸医療機関䚸家庭
児童相談室

特徴 掃除䛜䛷䛝䛶い䛺い家䛻ẕ子䛷退院し䛯䚹
子䛹䜒䛾沐浴䛜家族䛷䛷䛝䛺い䛯䜑䚸退院
後2㐌間䛿行政䛾保健師等䛜ẖ日訪問し支

援し䛯䚹ẕ䛾父䛜緊急入院䛸䛺䛳䛯䛯䜑䚸一
時父䛾䛝䜗う䛰い䛾䛸䛣䜝䛺䛹䛷過䛤し䛯䚹兄
䛿ẕ䛾障害ᖺ金䜢使い込䜣䛷し䜎う䚹ẕ一
人䛷子育䛶䛿無理䛸ẕ䛜納得し䚸隣接市䛻
あ䜛ẕ子䛾施設䛻入所し䛯䚹

家族図

60代

20代

60代

20ṓ

0ṓ

療育手帳

16

ẕ親䛜精神疾患未治療䛾䛯䜑家事䞉育児䛜
䛷䛝䛪適ษ䛺食事䛜作䜜䛺䛛䛳䛯䜿䞊ス

支援契機 婦人相談員䛛䜙第2子䛾Ⓨ育䛜悪い䛾䛷保健師
䛻䛛䛛わ䛳䛶欲しい䛸依頼䛜あ䜚支援䜢開始し䛯䚹

把握時䛾家族
人数䛸ᖺ齢

3人
ẕ親䠄32ṓ䚸精神科受診中断)䚸第1子䠄男䚸6ṓ䠅䚸
第2子䠄女䚸11ヶ᭶䠅

支援ᖺ数 5ᖺ

関係機関 市保健師䚸家庭児童相談員䚸保育園䚸精神科病
院䚸ẕ子保健推㐍員䚸婦人相談員䚸障害福祉課
䛾䝦䝹パ䞊䚸生活保護䜿䞊スワ䞊䜹䞊䚸ᑠ学校

特徴 ∦付䛡䛜䛷䛝䛺く䝂ミや洗濯物䛜い䛳ぱい䚹
予防接種䚸乳幼児健診䛿受診し䛶䜛䚹

ẕ親䛿ＤＶṔ䛜あ䜚婦人相談員䛾支援䛷離婚䛾
調停䜢行䛳䛶い䛯䚹
実家ࡣ隣ࡢ市࡟あるがࠊ支援ࡣほ࡜ん࡞࡝しࠋ

支援内容 第2子䛾保育園通園䜢目標䛻䚸朝ẕ子保健推㐍
員䛻30ศ程ᗘ通園䛾準備䜢依頼し䛯䚹2䛛᭶後䛻
ẕ䛜䛷䛝䜛䜘う䛻䛺䜛䚹

家䛾∦付䛡䞉食事作䜚䜢䛩䜛䛯䜑䛻障害䛾䝦䝹
パ䞊䜢ᑟ入し䛯䚹

把握時䛾家族図

50代

32ṓ

6ṓ 11䛛᭶
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把握時䛾家族図

読䜏書䛝䛜苦手䛺ẕ親
支援契機 第2子䛾妊娠届

家族数䛾
変化

3人→4人

把握時䛾
家族䛸ᖺ
齢

ẕ親䠄28ṓ䠅妊娠中䞉知的障害䚸第1子䠄10
ṓ䠅療育手帳䚸パ䞊䝖䝘䞊䠄？䠅

支援ᖺ数 4ᖺ

関係機関 保護課䠄生活保護受給中䠅䚸中学校䠄特別
支援学級䠅䚸家庭児童相談員䚸整形外科䚸

特徴 ẕ親䛿読䜏書䛝䛜苦手䛷不在連絡䝯䝰䛜
読䜑䛺い䚹䜸䞊䝖ロッ䜽䛾アパ䞊䝖䛻居住
し䚸保護課䛜᭶1回訪問し支援し䛶い䜛䚹
第2子䛿幼児健診未受診䚹ẕ親䛾実ẕ䛿

生活保護䜢受給し療育手帳䜢所持し䛶い
䜛䚹䛝䜗う䛰い䜒療育手帳䜢受給し䛶䛚䜚
頼䜚䛻䛺䜛身内䛜い䛺い䚹ẕ親䛿パ䝏ン
䝁䛺䛹䛷䛚金䜢使䛳䛶し䜎い䚸第1子䛾学

校䛻必要䛺上履䛝や体操服䜢そ䜝え䜛䛣
䛸䛜䛷䛝䛺い䚹第1子䛿不Ⓩ校気味䛷あ䜛䚹
ẕ䛿肥満体䛷歩く䛸䛝䛻杖䛜必要䛷あ䜛䚹

14ṓ 4ṓ

32ṓ

50代

療育手帳支援学校

療育手帳

療育手帳

18



2017/1/22

4

実家支援脆弱群へ䛾保健師䛾支援過程

支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

家族役
割代行

生活支
援サー
ビスの
活用

母
親
の
生
活

・
育
児
力
の
ア

セ
ス
メ
ン
ト

母
親
の
休

息
、
食
事

家
庭
訪
問
、
手
取
足
取
䨓
教
え

る､

関
係
機
関
に
同
行､

不
満
を

聞
く
、
気
に
か
け
る 児

童
相
談
所
と
情
報
を
共

有
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
、

䨼
ー
䩔
ー
䩓
イ
䨽
、
関
係
者

間
の
協
働

養
育
家
庭
の
問
題
と
強
み

社
会
資
源
を
活
用
し
親
支
援

母
親
の
実
家
、
被
虐
待
体

験
、
母
親
の
不
安
定
䧴
精

神
状
態

児
童
扶
養
手
当
、
助
産
制

度
、
生
活
保
護
、
保
育
園

母
親
の
対
人
能
力
、
不
適
切

育
児
、
生
活
䩭
䨽
ム

子どもへの悪影響
を最小限

生
活

・
育
児
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

母
子
手
帳
の
記
載
、
子
ど
も

の
発
達
、
生
活
環
境
、
経
済

状
況

母
子
保
健
事
業
、
関
係
機
関
の
依
頼

出
会
い

修正∧䜾䝷ウン䝕ッ䝗セ䜸䝸䞊ア䝥ロ䞊䝏䠄M-GTA)䛻䜘䜛質的ศ析

近
所
づ
き
あ
い
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
叺
叹

イン
フォーマ
ル࡞社会
資源

こࡶ࡝への悪影響を最小限
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䛣䛹䜒虐待䝪䞊䝎䞊䝷イン஦例䛻対䛩䜛
保健師䛾支援過程䜎䛸䜑

䠍.実家䛸交流䛜あ䜛஦例䛿䚸保健師業務䛛䜙把握䛷䛝䛣䛹䜒䛻疾患䛾あ䜛
児䛜半数以ୖ䛷あ䛳䛯䚹実家䛸交流䛜䛺い஦例䛿䚸㛵係機㛵䛛䜙䛾依頼
䛷支援䜢開始䛧䚸母親䛻被虐待䠄含䜐疑い䠅䛾஦例䛜多䛛䛳䛯䚹

䠎.実家䛸交流䛜あ䜛஦例䜈䛾保健師䛾支援過程䛿䚸保健師䛿支援䛜必
要䛺䜿䞊䝇䛸䛆出会い䛇䚸母子保健䛾通常䛾支援䜢開始䛧䚸䛆生活･育児䛾
アセ䝇䝯ント䛇䜢行い䚸䛆養育家庭䛾問題䛇䜢把握䛧䛆社会資源䛻䜘䜛親支
援䛇䜢⥅⥆䛧䛶い䛯䚹

䠏.実家䛸交流䛜䛺い஦例䛾保健師䛾支援過程䛿䚸交流䛜あ䜛஦例䛾支
援䛻加え䛶䚸 䚾母親䛾実家䚿䛾情報䜢得䚸 䛆母親䛾生活䞉育児力䛾アセ䝇
䝯ント䛇䜢行い䚸保健師䛻䜘䜛䛆家族役割代行䛇や䛆インフ䜷䞊䝬䝹䛺社会
資源䛇䜢活用䛧䛆支援䛾ネットワ䞊䜽䛇䛻䜘䛳䛶支援䜢行䛳䛶い䛯䚹

䠐．保健師䛜⥅⥆支援䜢行䛳䛶い䜛䛣䛹䜒虐待䝪䞊䝎䞊䝷イン஦例䛾特徴
䛿䚸母親䛜社会的䛺弱者䛷あ䜚家族全体䛻支援䛜必要䛺஦例䛷あ䛳䛯䚹

20

虐待児䛾背ᬒ

1.親䛿子䛹䜒時代䛻愛䛥䜜䛶い䛺い

2.௒䛾生活䛻䛿䝇ト䝺䝇䛜山積䛩䜛

3.育児支援者や相談者䛜い䛺䛟心理的䛻孤
立䛧䛶い䜛

4.虐待䛾対象䛻䛺䜛䛾䛿親䛻䛸䛳䛶気䛻沿
わ䛼子䛹䜒

小林美智子：子䛹䜒虐待Ⓨ生䛻䛚䛡䜛母子保健䛾䜑䛦䛩䜒䛾䚸
䛣䛹䜒䛾虐待䛸ネ䜾䝺䜽ト：11䠄3䠅䚸322-334.
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子䛹䜒䛾不Ⓩ校䞉非行
支 援 契
機

母䛾母䠄祖母䠅䛜DV䜢受䛡䛶い䜛娘䠄母䠅䜢
௚市䛛䜙連䜜䛶帰䜚䚸役場䛻相談䛧䛯䚹

家 族 数
䛾変化

4人→3人→2人

把 握 時
䛾 家 族
䛸ᖺ齢

母䠄42歳䠅䚸第2子䠄13歳䠅䚸第3子䠄11歳䠅䚸
母䛾母䠄73歳䠅

支 援 ᖺ
数

7ᖺ

㛵 係 機
㛵

児童相談ᡤ䚸警察䚸医療機㛵䚸福祉஦務
ᡤ䚸保育園䚸民生児童委員䚸小学校䚸中学
校

特徴 ௚市䛛䜙要保護児童䛾転入䛻䛴い䛶連絡
䛜あ䛳䛯䚹母親䛜精神疾患䛾未治療䛷第2

子䛿ネ䜾䝺䜽ト状態䛷育䛳䛯䚹母䛿受診䛿
䛩䜛䛜主治医䛾指示䛿Ᏺ䜙䛪自己ุ断䛷
服薬䜢䛩䜛䚹転入当初䛿母䛾実家䛷䛾同
居生活䜢䛧䛶い䛯䛜䚸そ䛾後母䛾実家䛻近
いア䝟䞊ト䛷生活䛧䛶い䜛䚹母䛜家஦䜢䛫
䛪䝀䞊䝮䜢䛧䛶い䜛䛯䜑䛻親族䛛䜙非難䛥
䜜䛶い䜛䚹子䛹䜒䛯䛱䛿不Ⓩ校䛻䛺䛳䛯䜚
地域䛷問題䜢起䛣䛧䛯䜚䛧䛶い䜛䚹

家族ᅗ

高3 中3 小5

42歳 42歳

73歳

47歳

22

小林美智子：子供䜢護䜛母子保健䛾現状䛸課題 子供䜢護䜛視Ⅼ䛛
䜙, 公衆衛生VOL.75(3),187-196,(2011)

• 䝦ン䝸䞊䞉䜿ン䝥(H.Kempe䠅䛾提言䠄ア䝯䝸䜹䛾小児科医䠅

䛣䛹䜒虐待䜢初䜑䛶報告䛧䛯䛣䛹䜒虐待䛾ඛ駆者

目標：䛂死䛺䛫䛺い䛃 䛂世代間連鎖䜢断䛴䛃

1䠅親䛾相談者䛻䛺䜛䛣䛸䛷親䛾社会的孤立䜢䛺䛟䛧→

2䠅生活䛾䝇ト䝺䝇䜢社会資源䜢総動員䛧䛶具体的䛻
減䜙䛧→

3䠅子䛹䜒䛾心身䛾健康問題䜢௚䛾大人䛜䛛䛛わ䜛䛣
䛸䛷改善䛧→

4䠅親䛾䝇ト䝺䝇䛜減少䛧䛶親䛾育児䛾改善䜢ᅗ䜛働䛝
䛛䛡䜢䛩䜛
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䛣䛹䜒虐待䛻㛵䛩䜛参考ᅗ書

• 子䛹䜒家庭総合研究ᡤ編：䛣䛹䜒虐待対応䛾手引䛝䚸 有斐㛶䠄￥3300䠅

• 小林美智子：䛣䛹䜒虐待 ௓入䛸支援䛾䛿䛦䜎䛷䚸 明石書店䠄￥2000䠅

• 岡⏣尊司：愛着障害䚸ග文社新書䠄￥860䠅

• 松本俊彦：自傷行Ⅽ䛾理解䛸援助䚸日本評論社䠄￥2400䠅

• 川崎஧୕彦：児童虐待䚸岩波新書䠄￥760䠅

• ୖ岡陽江䚸大嶋栄子：そ䛾後䛾不自⏤䚸医学書院䠄￥2000䠅

• ᖹ岩幹男：母子保健24䛾䜶ッセン䝇䚸医学書院䠄￥2400䠅

• 本⏣⚽夫：自閉症䝇䝨䜽ト䝷䝮䚸ソフト䝞ン䜽新書䠄￥730䠅

• 䛥い䛝䜎䛣：陽䛾あ䛯䜛家～生活保護䛻支え䜙䜜䛶～䚸秋⏣書店䠄￥700䠅

• 小杉礼子䚸宮本䜏䛱子：ୗ層化䛩䜛女性䛯䛱 労働䛸家庭䛛䜙䛾排除䛸貧
困䚸勁草書ᡣ䠄￥2500䠅

24
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䛣䛹䜒虐待䛾ネット䛻䜘䜛情報
厚生労働省

http://www.mhlw.go.jp/

子䛹䜒䛾虹情報研修セン䝍䞊

http://www.crc-japan.net/index.php

日本䛣䛹䜒虐待防Ṇ学会

http://www.jaspcan.org/

日本子䛹䜒家庭総合研究ᡤ

http://www.aiiku.or.jp/index.htm

児童虐待防Ṇ全国ネットワ䞊䜽䠄䜸䝺ン䝆䝸䝪ン䠅

http://www.orangeribbon.jp

日本子䛹䜒䛾虐待防Ṇ民間ネットワ䞊䜽

http://www.jcapnet.jp/

本研究䛾䝩䞊䝮䝨䞊䝆䜢作成䛧䜎䛧䛯䚹http://phnshien.com/

保健師䛜支援䛧䛶い䜛஦例䜢掲載䛧䛶い䜎䛩䚹
25

26

保健師䛳䛶䛹䜣䛺人？

• 䛂健康䛃䛸䛂生活䛃䜈䛾サ䝫䞊ト
必要䛺人䛻情報䛜届い䛶い䜛䛛䚸住民䜢巻䛝込䜣䛰計画䛛䚸
地域䛾資源䜢活用䛧䛶い䜛䛛䚸௚分野䛸䛾協調䚸文化䜈䛾配慮䚸
当஦者䛾優ඛ順位䜈䛾対応

•Ᏺ備範ᅖ
地域䛷生活䛩䜛人々䛩䜉䛶䚸地域䛾健康

そ䛾人䛜生活䛧䛶い䜛䛸䛣䜝䠄地域䠅䛷生活䛷䛝䜛䜘
う䛻䛚䛫䛳䛛い䜢や䛟人

村山ṇ子,鳥海ᡣ枝,Ᏻ住矩子,௚：生活障害䜢持䛴人々䜈䛾援助 保健師䛾個ู援助䛾஦例検討䚸医学書院䚸1995

荘⏣智彦：保健婦―䡞ᬑ通䡟䜢Ᏺ䜛௙஦䛾難䛧䛥䚸家䛾ග協会䚸1999.
27

保健師䛿䚸

保健師䛿地域䛾健康問題䛜大䛝䛟䛺䜙䛺い䜘う䛻䚸
問題䛜Ⓨ生䛧䛺い䜘う䛻䛸予防的䛻支援活動䜢⥆
䛡䛶い䜎䛩䛜䚸௚䛾職種䛛䜙䛿何䜢䛧䛶い䜛䛾䛛分
䛛䜚䛻䛟い䛸言う指摘䜢受䛡䜎䛩䚹

一言䛷表現䛩䜛䛾䛿難䛧い䛾䛷䛩䛜䚸䛂保健師䛿䚸
自分䛛䜙声䜢出䛩䛣䛸䛜䛷䛝䛺い人䛯䛱䛜健康䛷Ᏻ
心䛺生活䜢築䛡䜛䜘う䛻䚸医療や福祉䜢巻䛝込䜣䛷
地域䛠䜛䜏䛷支援䛩䜛専門職䛷あ䜛䛃䛸䚸⚾䛿考え
䛶い䜎䛩䚹

母子保健分野䛷保健師䛜支援䜢行䛳䛶い䜛஦例
䛿䜎䛥䛻そ䛾䜘う䛺自分䛛䜙声䜢出䛩䛣䛸䛜難䛧い
人び䛸䛷䛩䚹

小笹美子編著：䛂保健師等䛜支援䛧䛶い䜛母子䛾஦例䛃䜘䜚
28

住民の健康を護る保健師をࡋࡊࡵまࡋょう

29

本研究䛻䛤協力䜢頂い䛯㛵係者䛾皆様䚸
保健師䚸助産師䛾皆様䛻
深䛟感謝い䛯䛧䜎䛩䚹

ᖹ成䠎䠎ᖺ度䚸ᖹ成䠎䠏ᖺ度：䛣䛹䜒未来財団研究

ᖹ成䠎６～䠎８ᖺ度：厚生労働省科学研究費

䛾助成䜢受䛡䛶調査研究䜢行い䜎䛧䛯䚹

連絡ඛ：島根大学医学部看護学科
䝯䞊䝹 yozasa@med.shimane-u.ac.jp

電話 0853-20-2336 30



保健師が支援するこども虐待
ボーダーライン事例の特徴 

―母親支援― 

 日 時：平成29年1月22日（日）9：20～10：30 

 場 所：仙台国際センター １階 小会議室1 

   

 話題提供 

 報告１「支援契機別による保健師のこども虐待ボーダーライン
支援事例の特徴」 

      琉球大学医学部保健学科  外間知香子 

 報告２「行政保健師の子ども虐待に関する頻度と対応の変遷」    

      徳島文理大学保健福祉学部看護学科 長弘千恵  

 報告３「保健師が支援するこども虐待事例の母親の実家との 
関係」 

     島根大学医学部看護学科  小笹美子  

 ＜連絡先＞  
島根大学医学部看護学科 地域看護 小笹美子  
TEL:0853-20-2336 
E-mail: yozasa@med.shimane-u.ac.jp 

厚生労働科学研究費補助金で調査研究を行いました 

第5回日本公衆衛生看護学会ワークショップ 


